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項 本
麗 斑

県議会
河川堤防の耐震化など12

月
定
炉 」
会

‐２
月
ｍ
日
カェ
ら
泌
目
よ
て
の
間
、

１２
月
モ
例
県
素
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
〓

国
の
経
済
対
策
に
呼
応
し
て
１
７
５
億
円
余
り
を
計
上
し
た
２
０
１
０
千
受

予
算
実
な
ど
執
行
部
提
出
３３
議
案
を
可
決
、

同
意
し
、

閉
会
し
ま
し
た
，

治
体
、

現
場
の
皆
さ
ん
の
懸
念
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
保
育
制
度
の
後
退
に
な
ら
な
い
よ

う
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
が
、

多
数
の
同
意
を
得
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
て
し

た
，ま

た
、

１１
月
臨
時
会
て
は
、　

一
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
に
反
対
す
る
意
見
書

一
を
司
「決
し
、

「例

外
な
き
関
税
撤
廃
を
原
則
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
に
は
参
加
し

な
ｔ、
こ
と

一

「
各
国

・
地
域
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ

・

Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
ｔ、
て
は
、

食
料
自
給
率
が

極
端
に
低
い
現
状
や
、

将
来
の
食
料
需
結
に

関
す
る
国
民
の
懸
念
、

国
上
の
保
全
等
に
十

分
配
慮
し
、

農
林
水
産
物
の
例
外
品
目
の
確

保
、

十
分
な
国
内
対
策
等
、

国
内
の
関
係
品

目
に
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
対
応
す
る
こ
と
」

一食
料
自
給
率
を
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
５Ｃ‐
％

目
標
を
早
期
に
達
成
す
る
こ
と

一
を
政
府
に

求
め
ま
し
た
９

最
終
日
に
は
、

一
般
会
計
補
正

可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、

　
一‐□
の
補
助

等
を
積
極
的
に
獲
得
し
、

切
れ
目
の
な
―、
経

済
対
策
を
実
施
．

持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
景
気

の
下
支
え
を
行
う

一

「県
経
済
の
状
況
に
対

応
し
、　

一
定
の
規
模
を
確
保
す
る
」

「後
年

度
予
定
事
業
を
前
倒
し
実
施
す
る
こ
と
で
、

事
業
効
果
を
電
期
に
毛
現
す
る
と
と
も
に
、

後
年
度
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

財
政
の
健
全

化
を
進
め
る
」
と
…、
つ
祝
点
に
立

っ
て
編
女

さ
れ
て
お
り
ま
す
．

大
き
く
は
、　

百
不
経
済
の
浮
揚
～
産
業
技

製
計
画
の
推
進
＜

一
に
３３

・
７
億
円
、

　
一地

域

エ
ー
ズ
に
対
応
し
た
道
路
専
の
整
情

一
に

側

・
５
億
円
、

　
一‐教
育
環
境

・
ス
ボ
ー
ツ
環

境
の
向
上
」
に
８

・
３
億
円
、

「県
民
の
質

企

・
安
心
の
確
保

一
に
１７

・
３
億
円
、

　
一
目

本

一
の
健
康
長
寿
県
づ
く
り
」
に
郷

・
２
億

円
、

「雇
用
対
策

」
に
コ

。
３
億
円
な
ど
の

事
業
化
が
さ
れ
て
…、
ま
す
．

■
な
事
業
費
と
し
て
、

地
域
観
光
拠
点
施

設
等
整
備
事
業
費
２
千
万
円
、

森
林
整
備
加

速
化

・
林
業
再
生
基
金
積
立
２

・
３
億
円
、

河
―――
整
備
１７

・
３
億
円
、

新
資
料
館
整
備
事

業
費
１
千
５
百
万
日
、

私
立
学
校
耐
震
化
促

迄
事
業
費
２
千
３
百
万
円
、

県
立
学
校
花
設

の
耐
震
金
票
の
取
う
一付
け
１
千
８
百
万
日
、

医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金
積
立
金
１３

・

７
億
円
、

介
誰
碁
継
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例

茎
金
積
王
金
１

，
７
億
円
、

高
知
医
療
セ
ン

女
―
精
神
科
病
棟
禁
備
事
業
費
４
百
万
円
、

繁
忠
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
積
立
金
２‐
億

円
、

福
社

・
介
護
人
材
確
保
緊
急
支
援
事
業

投
２
千
６
百
万
円
な
と
が
計
上
さ
れ
て
…、
ま

す
〓意

見
書
に
つ
い
て
は
、

　
一受
診
抑
制
を
拡

大
す
る
７０
歳
か
ら
７４
歳
の
窓
口
負
担
上
割
の

引
き
上
げ
に
反
対
す
る
意
見
書

」

「議
会
の

機
能
強
化
及
び
地
方
議
会
議
晏
の
法
的
位
置

づ
け
の
明
確
化
等
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど

７
件
に
つ
い
て
は
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

会
派
て
提
出
し
た

「保
育
制
度
改
革
に
関
す

る
意
見
喜

一
は
少
数
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
意
見
吾
は
、

子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
保
育
制
度
改
革
が
保
護
者
や
自
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I::!

/三
当日E
‐ 「

1白
【

▼
Z

甲ン臣
一
・
一
・
・
」

一Ｌ

〓

Ｔ

ば
　
中
一
一　
、

高

「
　
・
一
一　
″
メ

戸

占

阿〓
詞
口 盟

L==」

意見書の賛成占寸論をする坂1(議賞

〉県政へのご意見、ご要望をどうぞくヽ ホ ームペーン '残1男吏テ章 雄
rで

臣=妻 至



<坂 本茂雄県政かわ ら版> (2)

宮
昇

子
メ

体
反

任
十

Ａ
Ｈ

Ｖ

Ａ
７
と高

知

が

一
般

回
る
４

表
さ
れ

が
、

現

生
じ
る

定
の
中

策
の
中

な
り
ま

は
１
月

に
公
表

2 0 1 1年 度 当初予

算見積 (百万円)

2 0 1 0年 度 当初予

算見積 (百万円)
伸び率

総務部 109334 △ 20

危機 管 理 部 869 578 503

健康政策部 31,833 25891 230

地域福祉部 38,233 35165

文化生活部 14,945 14,407

産業振 興 推 進 部 31488 3,498 △ 03

商工労 働 部 8505 8,327 21

観光 振 興 部 1 846 1 241 488

農業振興部 61798 7305 △ 69

林業振興 環境部 13,783 13,31 1

水産振興部 4239 4030

土木 部 64984 61429

会計管理局 232 242 △ 41

教育委員会 15,259 1 1 325

警察本部 41642 4144

誇会 各 委 907 △ 1 5

」 317750 301324 5 5

人件費 126,891 126903

合   計 444,641 428227

策
十
加
速
化
に
向
け

５０

億
円

の
特
別
枠

で
措

置

県
の
来
年
度
当
初
予
算
実
の
見
債
額

会
計
総
額
て
３
年
連
続
で
前
年
を
上

４
４
６
億
円
余
に
の
ぼ
る
こ
と
が
公

ま
し
た
。

伸
び
率
は
３

・
８
％
て
す

状
て
は
１
８
７
億
円
の
財
源
不
足
を

こ
と
と
な
り
ま
す
の
て
、

今
後
の
査

て

一
定
の
絞
り
込
み
や
国
の
財
政
対

て
、

不
足
額
の
結
小
を
図
る
こ
と
に

す
。

最
終
的
な
来
年
度
当
初
予
算
案

下
旬
の
知
事
査
定
を
経
て
２
月
中
旬

さ
れ
る
予
定
で
す
。

国
の
来
年
度
の
予
算
編
成
で
国
か
ら
配
分

さ
れ
る
地
方
交
付
税
な
ど
の
扱
い
が
、

焦
点

の

一
つ
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

地
方

交
付
税
な
ど
必
要
な
予
算
の
確
保
に
向
け
て

全
力
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

尾
崎
知
事
は
、

「従
来
に
も
増
し
て
国

の
予
算
編
成
の
動
向
に
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。

的
確
に
政
策
提
言
な
ど
を
行

っ
て
い
き

た
い
」
と
述

べ
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
確
保

に
向
け
て
県
と
し
て
も
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
知
事
は
、

産
業
振
興

計
画
や
日
本

一
の
健
康
長
寿

県
構
想
な
ど
の
基
太
政
策
に

つ
，【
＞
、
　
一県
丈
か
安
心
し

て
地
域
て
暮
ら
す

こ
と
が
で

き
る
高
郷
早
を
支
見
す
る
た

め
に
は
、

こ
れ
よ
て
以
上
に

加
速
化
す
る
ィ
」と
が
必
要
だ
」

と
述

べ
、

基
本
政
策
に
取
り

組
な
た
め
の
特
別
な
予
算
枠

に
こ
れ
ま
で
で
最
も
多

い
側

億
円
を
充
て
、

政
策
の
実
現

に
取
り
組
む
考
え
方
を
強
調

し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
間
予

算
委
員
会
な
ど
て
も
取
り
上

げ
て
き
た
官
海
地
長
対
策
な

ど
防
災
対
策
に
つ
い
て
も
加

速
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と

な

ぬ
Ｙ
不
丁
．

０９
年
度
か
ら
、

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
呼

応
す
る
形
て
、

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基

金
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
基
金
事
業

々
一展
開
す
る
中
、

一歴
用
対
策
や
医
療
再
生
事

業
、

介
護
福
祉
事
業
、

自
殺
対
策
な
ど
に
重

点
投
資
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の

多
く
が
１１
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、

そ
の
後
を
見
据
え
た
議
論
が
必

一安
ン
エ
よ
っ
才
十お
ｎ
ｉ
台
丁
■

例
え
ば
、

小
規
模
多
機
能
支
援
施
設

一あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

」
の
財
源

（ふ
る

さ
と
再
生
雇
用
基
金
）
が
１１
年
度
末
て
期
限

切
れ
に
な
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

１２
年
度
以
降
、

国
が
制
度
化
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
、

こ

の
間
の
３０
市
町
村
３９
カ
所
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

ほ
か
、

相
談
や
訪
問
活
動
な
ど
、

地
域
の
生

活
課
題
に
対
応
し
た
取
り
組
み
や
１
１
４
人

の
職
曇
歴
用
の
成
果
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

市
町
村
と
共
に
過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用
も

含
め
た
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

と
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
の

基
金
事
業
に
つ

い
て
も
、

上
表

の
よ
う
な
執
行

率
と
基
金
残
高

の
状
況
を
踏
ま

え
て
、

期
間
終

了
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
十

分
な
検
討
も
必

面女
ル
エ
・な
っ
イ
Ｌ
キ
ご

ま
す
れ

そ
の
こ

と
も
路
ま
え
た
、

今
後
の
効
果
的

な
重
点
投
資
の

政
策
選
択
が
求

め
ら
れ
ま
す
の

で
、

県
民
の
み

な
さ

れ
の
吉
を

機
会
あ
る
毎
に

聞
か
せ
て
頂
き

た
い
と
思
ｔ・、
ま

す
を

一ボ
ス
Ｍ
堅
針
到
判
例
剣
州
尉
引

国 の 経 済 対 策 関 連 基 金 の 状 況 につ い て (千 円 )

区 分
基 金 条 例 上 の

実 効 日

2 2年 度 末 残

高 甲 ユ み

緊 急雇 用 創 出 臨 時 特 例 基 金 H2 3年 度 末 4,2481428

妊 婦健 康 診 査 支 援 基 金 H 2 3年 9月 末 141 869

地 域 活 性 化 ・生 活 対 策 臨 時 基 金 H 2 1年 度 末

ら、るさと雇 用 再 生 特 別 基 金 H2 3年 度 末 2757907

安 心 こども基 金 H 2 6年 度 末 981 875

消 費 者 行 政 活 性 化 基 金 H24年 12月 末 75,610

障 害 者 自立 支 援 対 策 臨 時 特 例 基 金 H 2 3年 度 末 1,4781692

介護 基 盤 緊 急 整 備 等 臨 時 特 例 基 金 H2 3年 度 末 7671329

介護 職 員 処 遇 改 善 等 臨 時 特 例 基 金 H23年 度 末 1 907538

地域 自殺 対 策 緊 急 強 化 基 金 H 2 3年 度 末 67053

森林 整 備 加 速 化 `林業 再 生 基 金 H 2 3年 度 末 1422,144

森 林 整 備 地 域 活 動 支 援 基 金 な し 180306

グ リー ンニ ュー デ ィー ル 基 金 日23年 度 末 234,614

高 校 生 修 学 支 援 基 金 H 2 3年 度 末 1

社 会 福 祉 施 設 等 耐 震 化 等 臨 時 特 43 ~ l基金 H 2 3年 度 末 2,282.460

医療 施 設 等 而す震 化 臨 時 特 例 基 金 な し 5545、 687

地 域 医 療 再 生 臨 時 特 例 基 金 H2 5年 度 末 5,4761380

地 域 活 性 化 ・公 共 投 資 臨 時 基 金 H 2 3年 度 末 11077,147

ワクチ ン接 種 緊 急 促 進 基 金 H24年 9月 末 536i332

29299752



(3) <坂 木茂雄県政かわ ら版>

地
宋

糾
刊

他
拒

掛
野

と
二
同

可
ユ
Ｔ
，

よ
川
ツ
７

婦
班

館
柄

由
幅

だ
Ｅ

翻
呂

ｔＥ
柄

磐
需

出
極

Ｂ
，

日
間

〓濯

昨
年
８
月
努
日
～
０
月
１６

日
の
間
に
実
施
さ
れ
た

「
『

期
具
県
民
世
論
調
査

一

（
吉
）

効
画
答
者
軟

（
率
し
１
６
７

４
人

（
５５

・
８
％
）
）
の
報

告
か
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。一

部
報
道
も
さ
れ
ま
し
た

の
て
む
存
じ
の
方
も
い
ら

っ

し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

県

民
全
体
の
幸
福
感
や
そ
れ
を

高
め
る
観
点
か
ら
、

県
が
カ

を
入
れ
て
い
く

べ
き
主
な
取

組
は
何
か
と
の
問
い
に
対
し

て
、　

コ
屋
用
の
安
定
の
確
保
」

が
６２

・
１
％
て
最
も
多
く
、

県
民
の
皆
様
か
ら
雇
円
の
場

の
確
保
に
対
す
る
要
望
が
服

め
て
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て

ｔ、
ま
す
。

ま
た
、

高
畑
新
聞
が
昨
年
１１
司
比
日
か
ら

一
週
間
て
実
施
し
た

「県
政
に
引
す
る
世
論

調
査

一
て
は
、

Ｈ
各
比
率
の
高
い
方
か
ら

「雇
用
対
策
上
　
一保
健

・
医
療

・
福
祉
対
策
」

「少
子
高
締
化
対
策
二
　
一過
疎

・
中
山
間
対

策
」

「農
林
水
産
業
の
振
興

一
と
立
ん
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、

側
年
９
月
に
、

県
民
ヤ
ラ
ブ
が

実
施
し
た

「県
政
ア
ン
ケ
ー
ト

ハ
ガ
キ

（
１

０
６
６
通
回
収
）

一
に
よ
る
調
査
て
は

一摩

業
振
興
計
画
の
策
定
と
実
施
に
よ
る
経
済
活

吐
化

一

「県
内
就
騒
率
を
再
め
る
よ
う
な
雇

用
対
】策

上　
一障
害
者
、

高
齢
者
な
ど
の
医
療

・

一福
祉
施
策
の
拡
充
対
策
」

一地
産
地
消
等
、

児民世識にある
見民0剛簿する施策

幸福感を判断する際に、重視する事項は何ですか。

項 目 回答数 回答比率

1 健康状況 1,468 8770,(

家計の状況(所得日消費) 1,361 81 30歓

3 家族関係 1,243 743096

就業状況(仕事の有無・安定) 980 58500t

5 自由な時間口充実した余職 780 4660%

(高知県県民世論調査より抜粋作成)

県民全体の幸福感編 める観点から、県が力を入れていくべき主な取組は何だと思いますか。

項 目 回答数 回答比率

1 雇用の安定の確保 1,040 6210%

2 高齢者が生きがし姥持ち、安心して生活できる地域づ例 920 5500'む

3 安心して子ども粧 み育てることのできる社会の実現 907 5420,3

4 地場産業の'甜生化や技術の高度化による新しい産業の振興 806 4810%

5 質の高い医療サゼ スの提供 41 70070

南海地震や台風などに備える災害対策 460 2750070

7 質の高い教育つ 1雄 の確保 197000

あ瞬 や交通事故の少ない、安全な社会づくり 290 173000

道路の整備など交通基盤の充実 259 155000

10 将来の高知県密旦う人づくり 249 149000

(高知県県民世論調査より抜粋作向

第

一
次
産
業
で
暮
ら
せ
る
振
興
策
拡
充
」

「五
新
確
保
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
医
療
体

制
の
拡
充

一
の
暇
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

こ

，――
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
選
択
較
に
多
少

の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

雇
用
、

そ
れ
に
つ

な
が
る
と
業
振
興
、

健
康
や
家

族
関
係
を
支
え
る
医
療
や
一偶
祉

の
拡
充
、

少
子
高
齢
化
対
策

な

ど
に
つ
な
が
る
も
の
に
対
す
る

期
待
が
百
ま

っ
て
ｔ，、
る
こ
と
を

一不
‐し
イ
】―、ち
合
，
三
言
え
キ
全
フ
。

こ

釈
う
の
結
果
か
ら
も
、

今

の
県
政
に
国
が
求
め
ら
れ
て

い

る
の
か
、

し

っ
か
り
と
向
き
合

っ

て
…、
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
国
勢
調
査
に
よ
る
県
人

目
は
、

マ

イ
ナ
ス
４

，
０２
％
て
３
２
０
１
１
人
減
少
と

い
う
結
果
は
、

減
少
が
始
ま

っ
て
か
ら
て
も

最
も
減
少
幅
が
大
き
く
、

今
後
の
人

口
減
対

策
に
本
気
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
い
う
思

い
を
強
く
さ
せ
ら
れ
ま
す
っ

荏
一業
振
興
計
画
の
実
行
て
少
し
て
も
社
会

減
に
歯
止
め
を
か
け
、

ヨ
然
減
に
は
日

本

一

の
電
哀
長
寺
黒
構
想
て
と
…、
う
県
政
施
策
の

効
果
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
…、

く
こ
と
と
、

そ
れ
ら
を
よ
り
効
果
的
な
も
の

に
し
て
い
く
た
め
の
こ
の
国
の
十
一会
的

・
構

造
的
な
問
題
ち
よ
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

あなたが最も優先して欲しい県政課題は何ですか3

項 目 回答比率

1 雇用対策 543%

2 保健・福祉・医療対策 35100

3 少子高齢化対策 195070

4 過疎・中山間対策 14290

5 農林水産業の振興 14100

6 教育改革 12000

7 道路など社会基盤整備 100%

8 防災対策(南海地震対策捻 む) 68%

行財政改革 560/0

県庁改革 5 0Cr0

観光振興 39%

スポーノ振興 2000

環境対策 18%

文化振興 12%

情報化の推進 10%

その他 090/0

分からない。無回答

(高知新聞社県政に関する世論調査より抜粋作成)
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前
号
て
も
、

新
図
書
館
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、

基
本
構
想
の
検
討
が
始

ま
る
こ
と
を
こ
報
告
し
ま
し
た
。

さ

ら
に
、

新
図
書
館
以
外
に
も
積
年
の

課
題
の
具
体
化
と
し
て
、

次
々
と
俎

上
に
の
ぼ
る
施
設
整
備
に
は
、

相
当

の
事
業
費
予
算
と
そ
の
構
想
自
体
に

県
民
の
合
意
が
求
め
ら
れ
ま
す
．

県
が
昨
年
９
月
に
見
込
ん
だ

一今

後
の
財
政
収
支
の
試
算

（１１
～
１６
年

度
）
て
見
込
む
大
規
模
事
業

一
に
お

け
る
こ
れ
ら
の
３
施
設
の
事
業
費
か

極
め
て
大
よ
か
て
は
あ
り
ま
す
が
、

１
５
１

・
７
億

（図
書
館
に
つ
い
て

は
、

単
独
整
備
に
お
け
る
も
の
）
と

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。　

一
応
、

こ
れ

ら
の
積
年
の
課
題
て
あ
る
大
現
模
事

業
を
実
行
に
移
し
た
と
し
て
も
、

持

続
可
能
な
宅
政
運
営
の
見
通
し
を
王

て
る
こ
と
が
て
き
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
施
設
は
、

本
県
の
教
育

や
文
化
の
水
準
を
高
め
て
い
く
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ

り
、

財
政
の
効
率
化
だ
け
て
は
図
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

新
図
妻

館
に
つ
い
て
は
、

市
民
図
書
館
と
の

合
築
に
よ

っ
て
建
設

・
運
営
コ
ス
ト

的
剖
減
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
高
め
よ
う
と
す

る
な
ど
財
政
的
な
効
率
論
が
先
行
し

た
形
の
検
討
も
あ
り
ま
す
．

ま
た
、

県
民
に
対
し
て
、

新
図
書
館
が
ど
の

よ
う
な
機
能
と
役
割
を
ど
の
よ
う
な

運
営
体
制
て
果
た
す
の
か
。

さ
ら
に

付
加
機
能
て
あ
る
こ
ど
も
科
学
館
や

科
学
田
圭
口館
、

点
一子
図
書
館
な
いこ
が

ど
の
よ
う
に
帯
席
さ
れ
、

駐
車
場
か

ど
の
よ
う
に
確
保
さ
油
る
の
か
な
ど

‐
‐こよ

つ
て
も
、

新
図
書
館
の
あ
り
方

か
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
基
不
構
想
の
検
討
や
中
剖
報
告
の

議
論
に
多
く
の
県
民
の
関
心
を
お
寄

せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
，

□ 追手前小学校敷地に係る機能配置のイメージ

嘱
立
大
学
の
公
王
女
宇
法
人
化

に
つ
い
て
は
、

ま
年
■
月
に
、

高

知
女
子
大
学
及
び
高
知
短
期
大
学

両
大
学
を
１
法
人
２
大
学
の
体
制

て
、

「高
知
県
公
立
大
学
法
人

一

Ｌ
し
て
法
人
化
す
る

こ
と
と

な
り

，よ
―
し
」
に
。

今
後
は
、

人

４学
と
共
に
、

法
人

の
山
期
再
標
や
中
期
計
画
、

役
裏

を
≡
す
体
制
、

運
営
支

付
金
、

法

人
の
規
起
な
ど
に
つ
…、
イ
．、

検
討

を
進
め
ウつ
／
▼
一…，
に
、

永
□
寺
キ
ャ

ン
バ
ス
に

つ
ｔ、
て
は
、

年
度
内
を

目
と
に
、

学
革
学
科
撻
成
や
教
育

内
容
、

定
曇
な
ど
社
会
科
宇
系
学

部
の
概
要
に
つ
い
て
取
つ
ま
と
め

み
に
‐エ
イ
一、　
キ
高
四
上寸
十ィ
ャ
ヰノン
【
「ム
ｎ
】

整
備
の
基
本

方
針
を
定
め
る
こ
と

―′
貢
一ヽ■
／
」…、
キギ
丁
．

山
内
家
資
料
を
核
と
し
た
新
資

料
館
の
整
一備
に
つ
い
て
は
、

保
存
、

調
査
、

Ｗ
究
、

展
示
公
聞
と
い

っ

た
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
て
き
る

文
化
施
設
と
し
て
整
備
し
、

あ
わ

せ
て
、

実
客

「
フが

見
込
よ
れ
る
場

所
に
立
地
し
、

県
洵
ミ

■
　
ジ
ア

と
、な

ど
々
一つ
な
ぐ

ム
ザ
薩
能
を
持

つ
こ
Ｌ
て
、

電
迎
地
域
Ｌ
連
携
し

た
寧
史
や
文
化
の
混
点
に
立

っ
た

ま
ち
、つ

く
り
や
、

県
内
各
地
の
観

光
振
興
に
も
、

大
い
に
寄
与
す
る

う
の
と
し
て
碁
衣
構
想
実
が
策
定

ど
れ
才
）ｔ、
ま
す
ぅ

高
知
の
歴
史
や
文
化

へ
の
理
解

を
深
め
、

県
内
外
に
広
く
そ
の
魅

力
を
発
信
し
、

研
究
成
果
を
生
涯

学
習
や
学
校
教
育
に
も
活
用
し
、

さ
ら
に
は
県
内
の
文
化
施
設
や
地

域
と
柔
軟
に
連
携
し
、

ま
ち
づ
く

り
や
地
域
振
興

・
観
光
振
興
に
も

奇
与
し
て
い
く
こ
と
を
新
資
料
館

の
機
能
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
．

み
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、

新
資
料
館
碁
本
構
想
を
反
映
さ
せ

た
基
水
設
計
委
託
料
な
ど
の
予
算

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
ぜ

１０
目
抑
日
、

新
図
書
館
基

天
構

想
検
討
委
晏
会
が
発
足
し
、

４
回

的
険
村
委
嚢
会
が
開
催
さ
れ
て
ｔ、

ま
す
　
缶
委
員
か
ら
は
、

　
一県
と

両
の
図
書
館
の
役
割
や
機
能
の
あ

り
方

一
、

「合
築
て
整
備
す
る
こ

と
に
対
す
る
不
安
」
、

「新
図
書

館
―
‐
こ
は
他
に
負
け
な
い
情
報
提
供

化
設
と
し
て
の
期
待
」

「専
門
性

の
高
い
司
書
の
配
置

一
、

　
一市
町

村
図
書
館
に
対
す
る
亨
援
の
充
実

一

「学
校
図
書
館
の
活
性
化

へ
の
寄

与
」
、

　
一将
来
を
見
通
し
た
シ
ス

テ
ム
や
薗
積
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
り
進
化
に
耐
え
得
る
図
書
館
を

造
る
こ
ル
と

な
ど
、

よ
り
高
い
サ
ー

ビ
ス
や
機
能
を
求
め
る
、

新
図
書

館
が
保
有
す
べ
き
こ
う
し
た
機
能

を
い
か
に
実
現
し
て
い
く
か
と
い
っ

た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

単
独
で

整
備
す
る
場
合
と

一
体
型
て
整
備

す
る
場
合
と
を
比
較
し
な
が
ら
、

委
員
の
議
論
を
深
め
、

県
民
の
意

見
を
聞
く
機
会
も
設
け
た
上
て
、

基
水
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
．

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
組
織
の

二
元
化
と
高
知
市
民
図
書
館
組
織

の
分
断
３
図
書
館
司
書
と
い
う
事

門
職
な
ど
人
晏
確
保
の
見
通
し
の

不
十
分
さ
・ょ
目
的

・
機
能
の
異
な

る
組
織
の

一
九
化
の
諸
問
題

‐こ十
立

地
場
所
、

駐
車
場
確
保
な
ど
建
築

上
の
困
難
性
テ
虜
書
続
告
等
の
囚

雑
性
３
こ
ど
も
科
宇
篭
や
二
ど
う

科
堂
図
書
類
、

点
字
図
書
館
な
ど

付
加
機
能
と
の
整
合
性
な
ど
基
本

轄
想
策
一化
の
上
て
、

問
題
点
は
多
々

存
化
し
て
ｔ、
ま
す
３

先
日
、

高
知
新
聞
が
報
道
し
た
、

高
知
新
聞
社
実
施
の
県
政
世
論
調

査
に
お
け
る
県
立
図
書
館
と
高
知

市
民
図
書
館
の

「含
築
整
備

一
方

針
に
つ
い
て
、

高
畑
県
民
の
５８
％

が
賛
成
し
、

反
対
は
Ｍ

・
５
％
．に

と
ど
ま

っ
た
い
う
の
は
、

了
地
場

所
や
多
様
な
問
題
点
な
ど
は
前
提

と
す
る
こ
Ｌ
な
く
尋
ね
た
結
果
に

よ
る
も
の
て
あ
る
と
い
う
こ
と
も

付
言
し
て
お
き
ま
す
．


